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Verification of a Freeze Concentration Apparatus for Suspension Crystallization 
Composition and Sensory Characterization of Citrus Juices Concentrated by Method of Freeze Concentration or 

Evaporative Concentration 
 

Hironori MORIYAMA Satoru SHIMOFUJI Yasunori MATSUMOTO 
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Taste Analysis of Ponzu and Application to Product Development 

Satoru SHIMOFUJI Hironori MORIYAMA
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Development of New Die Casting Process 

Toyoshi MANABE Nobuo MITANI*1 
Yoshirou IKEMOTO*1 Yukio OTSUKA*2



 

図５ 製作した小型電気自動車とリアドア取り付け

例 

 

 

図６ リアドア粗材例（600×450×t2.5） 

 

 

図７ リアドアの方案例（２か所射出） 

 

２本の射出シリンダーによる流動・加圧距離の短

縮に合わせて、薄肉部品において重要な真空度につ

いては、真空ベント等を採用し、金型、射出系、及

び押し出し系のシールを徹底することにより、-0Pa

以下を達成している。更に、鋳造ＣＡＥによる湯流

れ凝固シミュレーションを活用し、溶融アルミニウ

ムの凝固制御、流動射出制御、方案最適化を行うと

ともに、射出スリーブ、チップ、金型の温度安定

化、保温性離型剤等を採用することにより、このよ

うな低速、低圧条件での薄肉大型部品が可能となっ

た。  

電動サーボシリンダーは、油圧に比べ、省エネル

ギーで制御性に優れるが、前述のようにその速度や

圧力に関しては、従来ダイカスト法、特に中大型ダ

イカスト法に採用するには能力が不足している。ま

た、その構造上、より高い速度のものは圧力が小さ

く、逆により高圧力のものは低速にならざるを得な

い。最大鋳造圧と最大充填速度については、、最大

射出速度200mm/s、最大加圧力40kN程度の電動サ

ーボシリンダーを採用した場合、射出スリーブのサ

イズにより変更可能である。例えばφ80～φ120の

射出スリーブ径を採用すると最大充填速度と最大鋳

造圧力は、図8に示すようになり、その範囲内で、

鋳込み重量（射出ストローク×スリーブ断面積）

を考慮して選択することができる。また、同じ射出

スリーブ径で、より高加圧力可能な仕様の電動サー

ボシリンダー、例えば、80kNを採用した場合、最

大鋳造圧力を上げることはできるが、最大射出速度

は100mm/sに低下することになる。従って、鋳造品

の重量や形状に応じて、電動サーボシリンダーの種

類、射出スリーブ径、ストローク、射出速度、圧力

を選択する必要がある。将来的に電動サーボシリン

ダー技術の開発が進み、よりコンパクトで高速、高

圧、高応答性のサーボシリンダーが開発されれば、

本法のメリットは更に大きくなることが期待され

る。 

 

図８ 射出スリーブ径と充填速度と鋳造圧力 
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Development and Application of IoT Technologies (Part 1) 
Traps Confirming System for Wild Birds and Animals 

Yoshiaki SHIMANOUCHI Kensaku MOHRI Koya IMANISHI Manabu KARIYA 
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Research and development of Freon decomposition principle contributing to utilization of mineral 
resources (lime) in Kochi Prefecture and recycling of fluorine resources 

Yuya Yano Kogen Horikawa Yuka Okazaki Satoru Ibuki Toshio Kono  
Naoki Mae Sadanori Maeda Masazumi Kanazawa Reizi Hosokawa Kazumichi Yanagisawa



23



24



25



26

Establishment of Rapid and Accurate Evaluation Method for Food Oxidative Degradation(Part1) 
Setting Shelf Life Limit of Fat Processed Foods 

Yasunori ENDO 
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Establishment of Rapid and Accurate Evaluation Method for Food Oxidative Degradation(Part2) 
Evaluation of Oxidative Degradation of Marine Products 

Yasunori ENDO 
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Research for utilization of functional substance produced by prefectural plants (Part 3) 
The study of anti-allergic activity about Cirsium maritimum Makino 

Masanobu SUZUKI Mamoru TANAKA*1 Hiroyuki WATANABE*1 Yuka OKAZAKI 
Yoshino OKAMOTO*2 Hiroyuki KAWAKITA*3 Hayato SHINOHARA*4
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Position No. �C (ppm) �H (ppm) 
2 164.2  
3 102.8 6.85 (s, 1H) 
4 182.3  
5 152.2  
6 132.0  
7 158.7  
8 91.7 6.92 (d, J = 9.0 Hz, 2

H) 
9 152.7  
10 105.2  
1’ 121.2  
2’, 6’ 128.6 7.96 (d, 2H) 
3’, 5’ 116.1 6.93 (s, 2H) 
4’ 161.5  
6-OMe 60.1 3.72 (s, 3H) 
7-OMe 56.6 3.92 (s, 3H) 
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Research for utilization of functional substance produced by prefectural plants (Part 1) 
The study of health function about Lindera sericea 

Masanobu SUZUKI Yuka OKAZAKI Hiroyuki WATANABE*1 Mamoru TANAKA*1 
Chul-sa KIM*2 Takehiro KASHIWAGI*2 Takashi WATANABE*3 Yoshino OKAMOTO*4 

Hirohisa KAWAKITA*5 Hayato SHINOHARA*6
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２．業務・事業の状況 
 

２－１ 研究開発及び技術支援  

○ものづくり産業振興事業 

（１）産学官連携推進事業 

①高知県の鉱産資源（石灰）の活用とフッ素資源の循環利用に資するフロン分解原理の研究開発（H28～29、

資源環境課） 

 

（２）ものづくり産業推進事業 

①光学ガラスレンズ用新規研磨材の開発（H26～H29、資源環境課） 

②加熱むらを改善したマイクロ波照射口の開発（H27～H29、生産技術課） 

③液肥循環システムのための滅菌装置の開発（H27～H29、資源環境課） 

④防災向け耐障害性組込みシステムの開発（H28～29、生産技術課） 

⑤シンクロキャスト法による中空鋳物の生産技術開発（H28～29、生産技術課） 

⑥複雑な曲面に対応可能な高意匠ラミネート製品の技術開発（H28～29、資源環境課） 

⑦極小径深孔加工用ガンドリルの開発（H28～30、生産技術課） 

⑧県産独自技術を発展させた次世代空気清浄機の事業化（H28～30、資源環境課） 

⑨IoT 技術の開発と応用に関する研究（H28～30、生産技術課） 

 

○食品産業振興事業 

（１）食品加工産業振興事業 

①競争力の高い県産酒開発のための新規酵母・酒米・醸造技術に関する研究（H27～H30、食品開発課） 

②常温流通可能な高付加価値おろしショウガの開発（H28～30、食品開発課） 

③魚類のコラーゲンタンパク質に着目した冷凍技術の開発（H28～31、食品開発課） 

④懸濁結晶法による凍結濃縮システムの事業化（H27～29、食品開発課） 

⑤県内で単離した乳酸菌を用いた商品開発（H28～29、食品開発課） 

⑥食品酸化劣化の迅速・精確な評価方法の確立（H28～29、資源環境課） 

⑦市販品マッピングと Webサービス活用とを組み合わせた新商品開発プロセスの検討（H28～30、食品開発

課） 

⑧食品のハードル技術を利用した製品開発支援（H29～31、食品開発課） 

 

（２）地域アクションプラン重点支援事業 

①県下全域アクションプラン支援 

②未利用魚及び低利用魚を用いた水産加工品開発（H28～30、食品開発課） 

③高度品質管理に向けた異物クレーム対応力向上支援（H28～29、食品開発課） 

 

○成長戦略推進事業 

（１）県産植物の機能性成分活用事業 

①健康・機能性食品の開発・事業化研究（H27～H29、資源環境課） 

②県産植物による香粧品開発・事業化研究（H27～H29、資源環境課） 

③機能性探索研究（H27～H29、資源環境課） 
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発  表  題  目 学 会 名 期 日 場 所 

「高知県産ハブ茶およびキシマメ茶の食品化学的特

性」 

土田美穂、中島悦子、吉金優、森山洋憲、沢村正義 

日本農芸化学学

会 

H29.9.22 大阪府立

大学 

（生産技術課） 

「LPWA 通信を用いた野生鳥獣捕獲用わなの状態把握シ

ステムの開発」 

島内良章、毛利謙作、今西孝也、刈谷学 

 

   

平成 29 年度電

気関係学会四国

支部連合大会 

H29. 9.23 愛媛大学 

（資源環境課）    

第 71 回日本栄養・食糧学会 全国大会 

「キク科 Cirsium maritimum Makino は IgE 依存性アレ

ルギー反応を抑制する」 

田中守、鈴木大進、竹井悠一郎、岡本威明、渡邊浩幸 

 

日本栄養・食糧

学会 全国大会 

H29.5.20 沖縄県宜

野湾市 

第 50 回日本栄養・食糧学会 中国・四国支部大会 

「マトリクスメタロプロテアーゼに関する迅速評価系

の構築 －一過性レポーター遺伝子アッセイ系の構築

と分析－」 

鈴木大進、中島芳浩 

 

日本栄養・食糧

学会 中国・四

国支部 

H29.11.12 鳥取大学

農学部 

 

３－５ その他の発表 

講演会等名称及び題目 発表者 主  催 期 日 場 所 

（食品開発課）     

「全国酒造指導機関合同会議」各種鑑評会

へのグルコース別審査の導入と効果 

 

上東治彦 国税庁鑑定企画

官室 

H29.10.13 東京 

第３回四国オープンイノベーションネット

ワーク in 高知「食品のおいしさの数値化と

嗜好性評価に関する研究」 

 

下藤 悟 産業技術総合研

究所四国センタ

ー 

H30. 1.31 高知県高

知市 

シーズ･研究内容紹介「過酸化水素を用いた

生シラス洗浄技術開発」 

 

竹田匠輝 高知県産学官民

連携センター 

H29. 6. 7 高知県高

知市 

（資源環境課）     

平成 29 年度地域産業活性化人材育成事業成

果発表会成果発表 

「香粧品・機能性食品の開発を目的とする

皮膚老化に関する迅速評価系の構築 ～一

過性レポーター遺伝子アッセイ系の構築と

分析～」 

 

鈴木大進 産業技術総合研

究所 中小企業

連携室 

H29. 7.13 茨城県つ

くば市 

第 3 回四国 OIW in 四国 ポスター発表 

「県産植物ケクロモジの機能性に関する研

究」 

 

鈴木大進 産業技術総合研

究所 四国セン

ター 

H30. 1.31 高知県高

知市 
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「キク科 Cirsium maritimum Makino は IgE 依存性アレ

ルギー反応を抑制する」 

田中守、鈴木大進、竹井悠一郎、岡本威明、渡邊浩幸 

 

日本栄養・食糧

学会 全国大会 

H29.5.20 沖縄県宜

野湾市 

第 50 回日本栄養・食糧学会 中国・四国支部大会 

「マトリクスメタロプロテアーゼに関する迅速評価系

の構築 －一過性レポーター遺伝子アッセイ系の構築

と分析－」 

鈴木大進、中島芳浩 

 

日本栄養・食糧

学会 中国・四

国支部 

H29.11.12 鳥取大学

農学部 

 

３－５ その他の発表 

講演会等名称及び題目 発表者 主  催 期 日 場 所 

（食品開発課）     

「全国酒造指導機関合同会議」各種鑑評会

へのグルコース別審査の導入と効果 

 

上東治彦 国税庁鑑定企画

官室 

H29.10.13 東京 

第３回四国オープンイノベーションネット

ワーク in 高知「食品のおいしさの数値化と

嗜好性評価に関する研究」 

 

下藤 悟 産業技術総合研

究所四国センタ

ー 

H30. 1.31 高知県高

知市 

シーズ･研究内容紹介「過酸化水素を用いた

生シラス洗浄技術開発」 

 

竹田匠輝 高知県産学官民

連携センター 

H29. 6. 7 高知県高

知市 

（資源環境課）     

平成 29 年度地域産業活性化人材育成事業成

果発表会成果発表 

「香粧品・機能性食品の開発を目的とする

皮膚老化に関する迅速評価系の構築 ～一

過性レポーター遺伝子アッセイ系の構築と

分析～」 

 

鈴木大進 産業技術総合研

究所 中小企業

連携室 

H29. 7.13 茨城県つ

くば市 

第 3 回四国 OIW in 四国 ポスター発表 

「県産植物ケクロモジの機能性に関する研

究」 

 

鈴木大進 産業技術総合研

究所 四国セン

ター 

H30. 1.31 高知県高

知市 
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４．技術サービス  

４－１ 依頼試験、機器使用 

担 当 課 
依 頼 試 験 機 器 使 用 

受付件数 項目数 受付件数 項目数 

総 務 課 － － 67 72 

食品開発課 187 893 128 435 

生産技術課 134 900 449 1,350 

資源環境課 321 1,956 479 1,641 

合   計 642 3,749 1,123 3,498 

 

 

４－２ 審査員派遣 

審 査 会 等 名 称 期 日 主  催 派遣者 会 場 

（所長･技術次長）     

第１回高知県食品衛生管理認証

審査会 

H29. 6. 9 高知県健康政策部食

品・衛生課 

刈谷 学 本町ビル 

第１回ものづくり産業強化事業

（設備投資促進事業（特別

型））審査会 

 

H29. 6.19 

 

高知県商工労働部 

工業振興課 

〃 工業技術セン

ター 

第１回ものづくり産業強化事業

（設備投資促進事業（試作・開

発））審査会 

 

H29. 6.19 

 

高知県商工労働部 

工業振興課 

〃 工業技術セン

ター 

第 1 回高知県防災関連製品認定

審査会 

H29. 7. 20 高知県防災関連産業

交流会(工業振興課) 

〃 高知共済会館 

第２回ものづくり産業強化事業

（設備投資促進事業（試作・開

発））審査会 

 

H29. 7.24 

 

高知県商工労働部 

工業振興課 

〃 工業技術セン

ター 

第 1 回高知県新事業分野開拓者

認定審査会・高知県モデル発注

制度認定審査会 

 

H29. 9.13 高知県商工労働部 

工業振興課 

〃 高知共済会館 

アイデア対決・高等専門学校ロ

ボットコンテスト２０１７四国

地区大会 

H29.10. 8 全国高等専門学校連

合会、NHK、NHK エン

タープライズ 

〃 南国市立スポ

ーツセンター

メインアリー

ナ 

 

第２回高知県食品衛生管理認証

審査会 

 

H29.10.12 高知県健康政策部食

品・衛生課 

〃 本町ビル 
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審 査 会 等 名 称 期 日 主  催 派遣者 会 場 

第３回ものづくり産業強化事業

（設備投資促進事業（試作・開

発））審査会 

 

H29.10.31 高知県商工労働部 

工業振興課 

〃 工業技術セン

ター 

第２回ものづくり産業強化事業

（設備投資促進事業（特別

型））審査会 

 

H29.12. 6 高知県商工労働部 

工業振興課 

〃 工業技術セン

ター 

     

第２回高知県防災関連製品認定

審査会 

 

H29.12. 8 高知県防災関連産業

交流会(工業振興課) 

〃 高知共済会館 

第３回高知県食品衛生管理認証

審査会 

 

H29.12.20 高知県健康政策部食

品・衛生課 

〃 職員能力開発

センター 

第４回ものづくり産業強化事業

（設備投資促進事業（試作・開

発））審査会 

 

H30. 2.16 高知県商工労働部 

工業振興課 

〃 工業技術セン

ター 

第２回高知県新事業分野開拓者

認定審査会・高知県モデル発注

制度認定審査会 

 

H30. 2.20 高知県商工労働部 

工業振興課 

〃 高知共済会館 

室戸海洋深層水審査会 H29. 7.10 室戸市 上東治彦 安芸広域メル

トセンター 

 

（食品開発課）      
全国新酒鑑評会決審 H29. 5. 9 

～ 5.10 

酒類総合研究所 

日本酒造組合中央会 

 

上東治彦 酒類総合研究

所 

SAKE COMPETITION 2017 H29. 5.17

   ～ 5.19 

SAKE COMPETITI
ON 実行委員会  
 

上東治彦  東京都立産業

貿易ｾﾝﾀｰ 

2017 全米日本酒鑑評会  H29. 8. 1 

～ 8. 2 

U.S.National Sake 
Appraisal 
 

上東治彦  
 

ﾊﾜｲｺﾝﾍﾞﾝﾍﾞﾝｼ

ｮﾝﾎｰﾙ 

平成 29 年度県内酒造場庫内品質

管理調査会  
 
 

H29. 7.26 

     7.27 

     7.28 

 

須崎税務署  
安芸税務署  
高知税務署  
 

上東治彦  
甫木嘉朗  

 

須崎税務署  
安芸税務署  
高知税務署  
 

平成 29 年度四国清酒鑑評会  H29.10. 3 

10. 6 

 

高松国税局  上東治彦  
甫木嘉朗  

高松国税局  

高知県酒審会市販酒審査会  H29.11. 8 高知県酒審会  上東治彦  
甫木嘉朗  

サンライズホ

テル  
 

平成 29 年度高知県酒米品評会 H29.11.30 高知県環境農業推進

課 

上東治彦  
 

農業技術セン

ター 

 

平成 29 年度土佐宇宙酒審査会 H30. 3. 2 高知県酒造組合 上東治彦  
甫木嘉朗 

高知県酒造組

合 

     



 

審 査 会 等 名 称 期 日 主  催 派遣者 会 場 

平成 29 年度四国市販酒調査会  
 

H30. 3. 6 

～ 3. 7 

 

高松国税局  上東治彦  
 

高松国税局  

平成 29 酒造年度四国吟醸酒研究  
会  
 

H30. 3.19 

 

高松国税局  甫木嘉朗  
 

高松国税局  

平成 29 酒造年度県新酒鑑評会  
 

H30. 3.27 高知県酒造組合  上東治彦  
甫木嘉朗  

高知県酒造会

館  
 

（生産技術課）     

南国市技能功労者表彰審査会 H29.10.18 南国市 島本 悟 南国市役所 

ＪＩＳ溶接技能者評価試験補助

員 

 

H29.11.25 一般社団法人高知県

溶接協会 

土方啓志郎 高知高等技術

学校 

〃 H30. 3.24 〃 〃 〃 
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審 査 会 等 名 称 期 日 主  催 派遣者 会 場 

平成 29 年度四国市販酒調査会  
 

H30. 3. 6 

～ 3. 7 

 

高松国税局  上東治彦  
 

高松国税局  

平成 29 酒造年度四国吟醸酒研究  
会  
 

H30. 3.19 

 

高松国税局  甫木嘉朗  
 

高松国税局  

平成 29 酒造年度県新酒鑑評会  
 

H30. 3.27 高知県酒造組合  上東治彦  
甫木嘉朗  

高知県酒造会

館  
 

（生産技術課）     

南国市技能功労者表彰審査会 H29.10.18 南国市 島本 悟 南国市役所 

ＪＩＳ溶接技能者評価試験補助

員 

 

H29.11.25 一般社団法人高知県

溶接協会 

土方啓志郎 高知高等技術

学校 

〃 H30. 3.24 〃 〃 〃 
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４－３ 技能検定（高知県職業能力開発協会主催） 

検 定 名 称 期 日 派遣者 会 場 

機械加工（普通旋盤）2 級 

機械加工（フライス盤）2 級 

H29. 7.15 毛利謙作 高知高等技術学校 

機械検査 3 級 

 

H29. 7.22 島本 悟 

山本 浩 

地域職業訓練センター 

 

機械加工（マシニングセンタ）2 級 

機械加工（平面研削盤）2 級 

機械加工（フライス盤）2 級 

H29. 7.29 島本 悟 

山本 浩 

高知旭光精工(株) 

鋳造 1、2 級 

 

H29. 7.30 眞鍋豊士 (株)トミナガ  

機械加工（普通旋盤）2 級 

 

H29．7.30 毛利謙作 高知工業高等学校 

機械加工（マシニングセンタ）1、2 級 

機械加工（数値制御旋盤）1 級 

 

H29. 8. 5 島本 悟 

村井正徳 

高知精工メッキ(株) 

機械加工（採点） 

 

H29. 8. 9 島本 悟 

山本 浩 

毛利謙作 

村井正徳 

 

工業技術センター 

めっき 1、2 級 H29. 8.20 竹内宏太郎 

矢野雄也 

 

高知精工メッキ(株) 

金属熱処理（一般熱処理）1、2、3 級 

（浸炭・窒化）1、2 級 

（高周波・炎熱処理）2 級 

 

H29．8.27 土方啓志郎 地域職業訓練センター 

洋菓子製造 2 級 H30. 1.13 岡本佳乃 RKC 調理製菓専門学校 

油圧装置調整 1、2 級 

 

H30．1.20 山本 浩 

村井正徳 

地域職業訓練センター 

パン製造 1、2 級 H30. 1.21 加藤麗奈 高知情報ビジネス専門学

校 

工場板金（ﾀﾚｯﾄﾊﾟﾝﾁﾌﾟﾚｽ）1、2 級 

工場板金（機械板金）1 級 

 

H30．1.21 

 

村井正徳 

 

(株)栄光工業 

 

電気機器組立て（シーケンス制御作業）

1、2 級 

 

H30. 1.28 刈谷 学 地域職業訓練センター 

機械加工（普通旋盤）3 級 

 

H30. 2. 3 毛利謙作 高知工業高等学校 

機械検査 1、2、3 級 H30. 2. 3 島本 悟 

山本 浩 

地域職業訓練センター 

自動販売機調整 1、2 級 H30. 2.10 刈谷 学 地域職業訓練センター 

 



 

５．人材養成・技術研修 
 
５－１ 人材養成研修、技術講習会 

講習会名、講演題目 期 日 参加者数 

（研究企画課）   

第 3 回 四国オープンイノベーションワークショップ in 高知 

 

H30. 1.31 158 

（食品開発課）   

高知県酒造技術研修 

 「県内酒市販酒きき酒研修会」 

「平成 28 酒造年度の醸造結果について」 

「高松国税局鑑評会出品利き酒会及び酒造技術講習会」 

 

異物検査講習会（初級編） 

 

 

H29. 4.24 

H29. 8.25 

H29. 9.15 

 

H30. 2. 2 

     2. 8 

 

 

18 

25 

17 

 

13 

（生産技術課）   

高知県溶接技術コンクール事前体験講習 

 

高知県溶接技術コンクール 

H29. 5.13 

 

H29. 5.27 

 

15 

 

30 

WES8103「溶接管理技術者認証基準」に基づく溶接技術者の勉強会 H29. 5.31 21 

金属熱処理技術者研修 

 

 

H29. 7.11 

～ 8. 1 

16 

非接触三次元形状測定装置（三次元スキャナー）利用研修 

 

H29. 7.20 5 

表面粗さ測定研修 

 

H29. 8.31 3 

3D プリンタ活用技術セミナー 

 

H29.10.18 34 

金属材料試験研修 

 

 

H29.11.7 

  ～11.21 

5 

三次元測定装置利用研修（入門編） 

 

H29.12. 1 6 

3D モデリング＆造形セミナー 

 

ＣＡＥシステム関連機器利用研修（1）導入製品説明と解析事例紹介 

（2）機能詳細紹介と操作体験 

（Maxwell 編） 

（3）機能詳細紹介と操作体験 

（Fluent 編） 

（4）機能詳細紹介と操作体験 

（Mechanical 編） 

 

IoT(モノのインターネット)組み込みマイコン研修 

 

H29.12.18 

 

H30. 1.30 

H30. 2. 1 

 

H30. 2. 8 

 

H30. 2. 9 

 

 

H30. 2.21 

3. 1 

 

7 

 

12 

2 

 

3 

 

5 

 

 

4 

5 

 

４－４ 技術指導アドバイザー派遣 

分野 アドバイザー 派遣先 期日 

機械、金属 本川 高男 株式会社土佐テック H29. 5.12 

食品加工 久武 陸夫 就労支援事業所ジョブなしろ 

H29. 6.12 

H29. 9. 8 

H29.10. 2 

H30. 1.12 

その他 川原 浩一 宇治電化学工業株式会社 H30. 2. 9 
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５．人材養成・技術研修 
 
５－１ 人材養成研修、技術講習会 

講習会名、講演題目 期 日 参加者数 

（研究企画課）   

第 3 回 四国オープンイノベーションワークショップ in 高知 

 

H30. 1.31 158 

（食品開発課）   

高知県酒造技術研修 

 「県内酒市販酒きき酒研修会」 

「平成 28 酒造年度の醸造結果について」 

「高松国税局鑑評会出品利き酒会及び酒造技術講習会」 

 

異物検査講習会（初級編） 

 

 

H29. 4.24 

H29. 8.25 

H29. 9.15 

 

H30. 2. 2 

     2. 8 

 

 

18 

25 

17 

 

13 

（生産技術課）   

高知県溶接技術コンクール事前体験講習 

 

高知県溶接技術コンクール 

H29. 5.13 

 

H29. 5.27 

 

15 

 

30 

WES8103「溶接管理技術者認証基準」に基づく溶接技術者の勉強会 H29. 5.31 21 

金属熱処理技術者研修 

 

 

H29. 7.11 

～ 8. 1 

16 

非接触三次元形状測定装置（三次元スキャナー）利用研修 

 

H29. 7.20 5 

表面粗さ測定研修 

 

H29. 8.31 3 

3D プリンタ活用技術セミナー 

 

H29.10.18 34 

金属材料試験研修 

 

 

H29.11.7 

  ～11.21 

5 

三次元測定装置利用研修（入門編） 

 

H29.12. 1 6 

3D モデリング＆造形セミナー 

 

ＣＡＥシステム関連機器利用研修（1）導入製品説明と解析事例紹介 

（2）機能詳細紹介と操作体験 

（Maxwell 編） 

（3）機能詳細紹介と操作体験 

（Fluent 編） 

（4）機能詳細紹介と操作体験 

（Mechanical 編） 

 

IoT(モノのインターネット)組み込みマイコン研修 

 

H29.12.18 

 

H30. 1.30 

H30. 2. 1 

 

H30. 2. 8 

 

H30. 2. 9 

 

 

H30. 2.21 

3. 1 

 

7 

 

12 

2 

 

3 

 

5 

 

 

4 

5 
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４－４ 技術指導アドバイザー派遣 

分野 アドバイザー 派遣先 期日 

機械、金属 本川 高男 株式会社土佐テック H29. 5.12 

食品加工 久武 陸夫 就労支援事業所ジョブなしろ 

H29. 6.12 

H29. 9. 8 

H29.10. 2 

H30. 1.12 

その他 川原 浩一 宇治電化学工業株式会社 H30. 2. 9 

 



 

講習会名、講演題目 期 日 参加者数 

（資源環境課） 

基本から学ぶ実験器具の取り扱い方 

信頼性を上げる測定値の統計学 

ヒヤリハット事例から学ぶ安全な実験方法 

 

ガスクロマトグラフ質量分析計 

 

無機分析の基礎-原子吸光法・ICP 発光分析法・ICP 質量分析法 

 

顕微 IR を用いた微量異物の分析実践講座 

 

蛍光Ｘ線装置 

 

X 線回折装置 

 

電子顕微鏡 

 

燃焼-イオンクロマトグラフィ装置 

 

 

H29. 7. 6 

 

 

 

H29. 9. 8 

 

H29. 9.15 

 

H29. 9.22 

 

H29.10. 6 

 

H29.10.11 

 

H29.10.20 

 

H29.10.27 

 

18 

 

 

 

4 

 

3 

 

2 

 

4 

 

6 

 

4 

 

5 

無機分析の応用-湿式分解処理による微量元素分析 

熱分析装置 

 

H29.11.10 

    11.30 

 

4 

7 

 
 
５－２ 講師派遣 
 

（１）大学等への派遣 

大 学 等 名 称 派 遣 者 期 日 
（技術次長）   

高知大学大学院総合人間自然科学研究科 客員教授 

海洋深層水科学講座  「海洋深層水機能学」 

上 東 治 彦 H29. 4. 1 ～ H30. 3.31 

 

 

（２）講習会等への派遣 

講習会名、講演題目等 派 遣 者 期 日 人数 

（食品開発課）    

第 103 回清酒製造技術セミナー 

「吟醸仕込みにおけるチアミンの添加効果と 

高知県の取り組み」 

 

上東治彦 

 

H29. 4.19 

 

100 

 

SAKE COMPETITION 吟醸酒勉強会 

「SAKE COMPETITION 分析結果及び高知の酒造りの取り組み」 

 

上東治彦 

 

H29. 5.18 200 

第 81 期高知市民の大学 

「高知の酒造り」－吟醸造りと土佐酒の魅力－ 

 

上東治彦 

 

H29. 6. 9 

 

35 

 

平成 29 年度栃木県微生物技術交流会 

（第 1 回酒造技術分科会） 

「高知の酒造りへの取り組み」 

－チアミンの利用、品評会への対応－ 

 

上東治彦 

 

H29. 7. 7 

 

110 

 

土佐酒アドバイザー研修会 

「高知の酒造りについて（高知酵母について）」 

上東治彦 

 

H29. 8.16 

 

20 
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講習会名、講演題目等 派 遣 者 期 日 人数 

    

三重県酒造研修 

「高知の酒造りへの取り組み」 

－チアミンの利用、品評会への対応－ 

 

上東治彦 

 

H29. 9. 7 60 

 

小津高校職業領域別研修 

「高知の酒造りについて（米、酵母、醸造技術）」 

 

上東治彦 

 

H29.10.26 23 

 

海外ジャーナリスト招聘酒蔵ツーリズム 

「高知の酒造りと土佐酒の特徴」 

上東治彦 

加藤麗奈 

甫木嘉朗 

 

H30. 1.25 10 

 

高知県酒米品評会表彰式セミナー 

「酒米のアルカリ崩壊性試験」 

 

甫木嘉朗 

 

H29.12.26 

 

100 

 

土佐 FBCⅡ座学「食品学」 

  「発酵化学」 

 

森山洋憲 

上東治彦 

 

H29. 5.30 

H29.11.14 

25 

25 

 

土佐 FBCⅡ 「現場実践学」   17 

第 1 回 農産加工実習 岡本佳乃 H29. 7.20  

第 2 回 酒類・発酵調味料製造管理実習 

 

衛生・品質管理、施設・設備設計の基礎 

森山洋憲 

甫木嘉朗 

近森麻矢 

 

H29. 7.27 

 

 

第 3 回 成分分析・微生物検査 

 

第 4 回 水産加工実習 

  

第 5 回 企業視察研修 

 

近森麻矢 

秋田もなみ 

竹田匠輝 

秋田もなみ 

上東治彦 

H29. 8. 3 

 

H29.10.20 

 

H30. 1.24 

 

 

土佐 FBCⅡ食 Pro. 「農産加工実習」 岡本佳乃 H29. 9.14 15 

 

（生産技術課）    

こども鋳物教室 

（主催：高知県工業会） 

 

眞鍋豊士 H29.11.18 40 

 

機械加工技術者研修（金属材料の破損・不良解析） 

（主催：高知県中小企業団体中央会） 

 

眞鍋豊士 

土方啓志郎 

H30. 1.16 

～ 2.13 

6 

 
 
５－３ 研修生の受入 

事 業 所 属 期 間 人数 

高知大学連携協定による大学院生受け入れ 高知大学大学院 

農学研究科 

 

H29. 4. 1～H30. 3.31 2 

高知県工業技術センター外部研究員 

 

高級アルコール工業㈱ H29. 4. 1～H30. 3.31 1 
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６．産業財産権 

 ○登録 

登録年月日 登録番号 発明の名称 発明者名 
共同 

単独 

の別 
備  考 

平成19年 3月16日 
特許 

第3930491号 

三次元成型可能な天然

木突き板及びその製造

方法 

篠原 速都 

鶴田  望 
単独 実施企業数1社 

平成19年 5月18日 
特許 

第3955923号 
真空、乾燥・濃縮装置 村井 正徳 共同 

兼松エンジニアリ

ング株式会社 

平成20年11月21日 
特許 

第4218904号 

ステアリングホイール

に模様を転写する転写

装置 

篠原 速都 

山下  実 

鶴田  望 

共同 

実施企業数1社 

東海理化販売株式

会社 

平成23年10月28日 
特許 

第 4849578 号 

マイクロ波を利用した

抽出装置 

浜田 和秀 

村井 正徳 
共同 

実施企業数1社 

兼松エンジニアリ

ング株式会社 

平成24年 1月13日 
特許 

第 4899179 号 

ステアリングホイール

に模様を転写する転写

方法 

篠原 速都 

山下  実 

鶴田  望 
共同 

株式会社東海理化

クリエイト 

平成24年12月21日 
特許 

第 5158989 号 

転写シートを用いた成

形品への加飾膜形成方

法 

篠原 速都 共同 

株式会社フジコー 

大日精化工業株式

会社 

平成25年 4月 5日 
特許 

第 5236568 号 

酸素酸イオン収着剤、

その製造方法およびイ

オン収着処理方法 

篠原 速都 

伊藤  毅 

隅田  隆 

川北 浩久 

河野 敏夫 

山下  実 

鶴田  望 

岡﨑 由佳 

共同 

大日精化工業株式

会社 

福冨 兀 

平成25年 4月 5日 
特許 

第 5236569 号 

酸素酸イオン吸着剤の

製造方法、酸素酸イオ

ン吸着剤およびその使

用方法 

篠原 速都 

伊藤  毅 

隅田  隆 

川北 浩久 

河野 敏夫 

山下  実 

鶴田  望 

岡﨑 由佳 

共同 

大日精化工業株式

会社 

福冨 兀 

平成26年11月28日 
特許 

第 5652890 号 
イオン吸着材 

篠原 速都 

伊藤  毅 

隅田  隆 

川北 浩久 

河野 敏夫 

山下  実 

鶴田  望 

岡﨑 由佳 

単独  

 

 

 

登録年月日 登録番号 発明の名称 発明者名 
共同 

単独 

の別 
備  考 

平成26年12月19日 
特許 

第 5667526 号 

複雑な形状のインモー

ルド成型を行う方法、

そのインモールド成型

に使用する転写シート

、および当該方法で形

成された樹脂成形品 

篠原 速都 

鶴田  望 
共同 

東洋機械金属株式

会社、株式会社ミ

ロク製作所 

平成27年 1月 9日 
特許 

第 5675572 号 

インモールド成型方法

および当該方法で形成

された樹脂成形品 

篠原 速都 

鶴田  望 
共同 

株式会社ミロク製

作所、東洋機械金

属株式会社 

平成27年 4月10日 
特許 

第 5725595 号 

圧密木材複合成型品の

成形方法 

篠原 速都 

山下  実 

伊藤  毅 

鶴田  望 

単独  

平成26年 5月 9日 
特許 

第 5531262 号 
凍結濃縮装置 森山 洋憲 共同 

高知工科大学、株

式会社泉井鐡工所 

平成28年 4月 1日 
特許 

第 5906541 号 

ジンゲロール含有組成

物 
森山 洋憲 共同 

高知大学、有限会

社川上食品、株式

会社高南メディカ

ル、ひまわり乳業

株式会社、株式会

社ソフィ、藤田竜 

平成29年10月13日 
特許 

第 6221027 号 

拡張現実感技術による

計測器管理システム及

びプログラム 

今西 孝也 共同 オサシテクノス 

平成29年12月 8日 
特許 

第 6251862 号 

ACE 抑制剤（元高血圧

抑制剤） 

篠原 速都 

川北 浩久 

岡本 佳乃 

岡﨑 由佳 

共同 
高知大、高知県公

立大学法人 

平成29年 7月28日 
特許 

第 6179779 号 

樹脂フィルム及びこれ

を用いた複合シート並

びに樹脂成形部材 

篠原 速都 

山下  実 

鶴田  望 

共同 日泉化学 

平成30年 2月16日 
特許 

第 6288825 号 

複合シート及びこれを

用いた樹脂成形部材 

篠原 速都 

山下  実 

鶴田  望 

共同 日泉化学 

平成28年 3月18日 
特許 

第 5899604 号 

マイクロ波を利用した

バイオマス再資源化装

置 

村井 正徳 

浜田 和秀 

近森 麻矢 

共同 
兼松エンジニアリ

ング 
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登録年月日 登録番号 発明の名称 発明者名 
共同 

単独 

の別 
備  考 

平成26年12月19日 
特許 

第 5667526 号 

複雑な形状のインモー

ルド成型を行う方法、

そのインモールド成型

に使用する転写シート

、および当該方法で形

成された樹脂成形品 

篠原 速都 

鶴田  望 
共同 

東洋機械金属株式

会社、株式会社ミ

ロク製作所 

平成27年 1月 9日 
特許 

第 5675572 号 

インモールド成型方法

および当該方法で形成

された樹脂成形品 

篠原 速都 

鶴田  望 
共同 

株式会社ミロク製

作所、東洋機械金

属株式会社 

平成27年 4月10日 
特許 

第 5725595 号 

圧密木材複合成型品の

成形方法 

篠原 速都 

山下  実 

伊藤  毅 

鶴田  望 

単独  

平成26年 5月 9日 
特許 

第 5531262 号 
凍結濃縮装置 森山 洋憲 共同 

高知工科大学、株

式会社泉井鐡工所 

平成28年 4月 1日 
特許 

第 5906541 号 

ジンゲロール含有組成

物 
森山 洋憲 共同 

高知大学、有限会

社川上食品、株式

会社高南メディカ

ル、ひまわり乳業

株式会社、株式会

社ソフィ、藤田竜 

平成29年10月13日 
特許 

第 6221027 号 

拡張現実感技術による

計測器管理システム及

びプログラム 

今西 孝也 共同 オサシテクノス 

平成29年12月 8日 
特許 

第 6251862 号 

ACE 抑制剤（元高血圧

抑制剤） 

篠原 速都 

川北 浩久 

岡本 佳乃 

岡﨑 由佳 

共同 
高知大、高知県公

立大学法人 

平成29年 7月28日 
特許 

第 6179779 号 

樹脂フィルム及びこれ

を用いた複合シート並

びに樹脂成形部材 

篠原 速都 

山下  実 

鶴田  望 

共同 日泉化学 

平成30年 2月16日 
特許 

第 6288825 号 

複合シート及びこれを

用いた樹脂成形部材 

篠原 速都 

山下  実 

鶴田  望 

共同 日泉化学 

平成28年 3月18日 
特許 

第 5899604 号 

マイクロ波を利用した

バイオマス再資源化装

置 

村井 正徳 

浜田 和秀 

近森 麻矢 

共同 
兼松エンジニアリ

ング 

 



71

 

 

○公開中 

公開年月日 公開番号 発明の名称 発明者名 

共同 

単独 

の別 

備  考 

平成29年 3月23日 
特開 

2017-057148 

チ ロ シ ナ ー ゼ 阻 害 剤

（元美白剤） 

篠原 速都 

川北 浩久 

岡本 佳乃 

岡﨑 由佳 

鈴木 大進 

共同 
高知大学、高知県

公立大学法人 

平成29年 5月18日 
特開 

2017-081594 
自動充填方法 

毛利 謙作 

刈谷 学 
単独  

平成28年 8月 8日 
特開 

2018-024978 

コンクリート片防護シ

ート 

堀川 晃玄 

村井 正徳 

刈谷  学 

河野 敏夫 

共同 株式会社西宮産業 

平成28年11月 4日 
特開 

2018-070570 
クロモジ抽出物 

篠原 速都 

川北 浩久 

岡本 佳乃 

岡﨑 由佳 

鈴木 大進 

共同 
高知大学、高知県

公立大学法人 

平成28年11月21日 
特開 

2018-083764 

ハマアザミ抽出物を含

有する免疫調節用組成

物 

篠原 速都 

川北 浩久 

岡本 佳乃 

岡﨑 由佳 

鈴木 大進 

共同 
高知大学、高知県

公立大学法人 

 



（食品開発課）

　超微粒磨砕機(ﾏｽｺﾛｲﾀﾞｰ) 　MIKZ A-10-10型 　増幸産業㈱ S59

　水分活性測定装置 　HYGROSKOP DT型 　ﾛﾄﾛﾆｯｸ社　(ｸﾞﾝｾﾞ産業) H1

　超低温ﾌﾘｰｻﾞｰ 　BFU-500 　㈱日本ﾌﾘｰｻﾞｰ H1

　恒温恒湿器(ｲﾝｷｭﾍﾞｰﾀｰ) 　PR-1FP 　ﾀﾊﾞｲｴｽﾍﾟｯｸ㈱ H1

　くん製装置 　SU-50F 　大道産業㈱ H4

　精米装置 　SDB2A小型醸造精米器 　㈱佐竹製作所 H8

　糖化蒸留装置 　TM-50(糖化装置)､V-20S(蒸留装置) 　㈱ｹｰｱｲ H8

　天然高分子用高速液体ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ 　PU-980 他 　日本分光㈱ H9

　ｵｰﾄｸﾚｰﾌﾞ 　MLS-3750 　ｻﾝﾖｰ H10

　LC/MS分析装置 　LCQ-DUO ｲｵﾝﾄﾗｯﾌﾟ型 　ｻｰﾓｸｴｽﾄ社 H12

　紫外可視分光光度計 　U-2001 　㈱日立製作所 H13

　ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾏｲｸﾛｽｺｰﾌﾟ 　VH-8000 　㈱ｷｰｴﾝｽ H13

　冷却遠心機 　CENTRIFUGE GRX-220 　TOMY H14

　電熱ｵｰﾌﾞﾝ 　EBSPS-222B 　㈱ﾌｼﾞｻﾜ H15

　小型高温高圧調理殺菌機 　達人釜FCS-KM75 　ｻﾝﾖｰ H17

　全自動高速ｱﾐﾉ酸分析計 　JLC-500/V2 AminoTac 　日本電子㈱ H18

　機能性成分高速分析ｼｽﾃﾑ 　ACQUITY UltraPerfomanceLC 　日本ｳｵｰﾀｰｽﾞ㈱ H21

　ｽﾗｲｻｰ 　ECD-702型ﾌｰﾄﾞｽﾗｲｻｰ 　ｴﾑﾗ社 H21

　微量香気成分定量装置 　7890A（GC）、5975C（MSD） 　GERSTEL社･Agilent社 H21

　冷風乾燥機 　乾燥野菜専用ｺﾝﾊﾟｸﾄ型乾燥試験機DV-5P 　㈱ﾕﾆﾏｯｸ H21

　柑橘搾汁試験機 　処理能力500kg／h 　川島製作所 H21

　ﾊﾟﾙﾊﾟｰﾌｨﾆｯｼｬｰ 　HC-PF SP 　ｻﾝﾌｰﾄﾞﾏｼﾅﾘ H21

　ｸﾘｰﾌﾟﾒｰﾀｰ 　RE2-33005B ｺﾝﾄﾛｰﾙﾓﾃﾞﾙ 　㈱山電 H21

　果実洗浄装置 　洗浄ﾗｲﾝ：五条式 　川島製作所 H21

　微量成分分離分取高速ｼｽﾃﾑ 　ﾃﾞﾙﾀ600ｼｽﾃﾑ   ｳｫｰﾀｰｽﾞ㈱ H22

　機能性成分高速分析ｼｽﾃﾑ 　X-LCｼｽﾃﾑ 　日本分光㈱ H22

　ﾎﾟｽﾄｶﾗﾑ誘導体化HPLCｼｽﾃﾑ   ACQUITY UPLC H-Class 　日本ｳｫｰﾀｰｽﾞ㈱ H22

　精油成分抽出用減圧蒸留装置 　EXT-V40P06 　兼松ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ㈱ H22

　微粉粒磨砕機 　MKCA6-2Jα 　増幸産業㈱ H22

　窒素分析装置 　Kje1tec8400 　FOSS H24

　脂肪酸分析装置 　GC-2010plus 　㈱島津製作所 H25

　超急速凍結機   E102010 　ﾎｼｻﾞｷ電気㈱ H27

　ﾍｯﾄﾞｽﾍﾟｰｽ付きｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ   7890B 　ｱｼﾞﾚﾝﾄ･ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ㈱ H27

　迅速溶媒抽出装置   ST243Soxtec   FOSS H29

　ﾌﾞﾗｲﾝ凍結機   ﾘ･ｼﾞｮｲｽﾌﾘｰｻﾞｰ RF-10L 　米田工機㈱ H29

　生物顕微鏡ｼｽﾃﾑ機器 　BX53F 　ｵﾘﾝﾊﾟｽ㈱ H29

　味認識装置   TS-5000Z 　㈱ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄｾﾝｻｰﾃｸﾉﾛｼﾞｰ H29

  多感覚器分析ｼｽﾃﾑ機器 　ﾌﾗｯｼｭGCﾉｰｽﾞ　HERACLESⅡ/HS/S 　ｱﾙﾌｧ･ﾓｽ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ㈱ H29

　ｽｸﾘｭｰﾌﾟﾚｽ 　MKSS-1特殊仕様 　池田機械工業㈱ H29

（生産技術課） 　 　

　表面粗さ計 　ｻｰﾌﾃｽﾄ-501 　㈱ﾐﾂﾄﾖ S63

　万能測定顕微鏡 　TUM-220BH 　㈱ﾄﾌﾟｺﾝ H1

　歯車試験機 　CLP-35 　大阪精密機械㈱ H1

　振動試験装置（動電型加振機） 　VS-2000A-140T 　IMV㈱ H9

　ｸﾞﾗｲﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｾﾝﾀ 　YBM-640V 　安田工業㈱ H9

　ﾜｲﾔｶｯﾄ放電加工機 　FX-10 　三菱電機㈱ H9

　ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙｵｼﾛｽｺｰﾌﾟ 　TDS3032 　ｿﾆｰ･ﾃｸﾄﾛﾆｸｽ㈱ H11

　ﾒﾓﾘﾚｺｰﾀﾞ 　8841 　日置電機㈱ H11

　ﾃﾞｼﾞﾀﾙｵｼﾛｽｺｰﾌﾟ 　TDS784D-1M 　ｿﾆｰ･ﾃｸﾄﾛﾆｸｽ㈱ H11

　FFTｱﾅﾗｲｻﾞ 　CF-3200J 　小野測器㈱ H12

　赤外線炭素硫黄同時分析装置 　CS-444LS 　LECO社 H13

　固体発光分析装置 　ARL QUANTRIS 　ThermoELECTRON社 H16

　金属組織検査試料作成装置 　 　丸本ｽﾄﾙｱｽ㈱ H17

規　格 製　作　所

７．参考資料

７－１　主要設備

名　称
導入
年度
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規　格 製　作　所名　称
導入
年度

　ﾉｲｽﾞｲﾐｭﾆﾃｨ試験装置 　ESS-2000AX 　㈱ﾉｲｽﾞ研究所 H20

　金属顕微鏡ｼｽﾃﾑ 　MA200、SMZ1500 　㈱ﾆｺﾝ H21

　乾式X線透過装置 　SMX-3500 　㈱島津製作所 H21

　CNC輪郭形状測定機 　SV-C4000CNCｼｽﾃﾑ 　ﾐﾂﾄﾖ H22

　万能試験機 　UH-F1000KNI 　㈱島津製作所 H23

　非接触三次元形状測定装置 　COMET　L3D-8M 　Steinbichler社 H25

　CNC三次元測定装置 　CRYSTA-ApexS 122010 　㈱ﾐﾂﾄﾖ H25

　ﾏｲｸﾛﾋﾞｯｶｰｽ硬度計 　HM-220D 　㈱ﾐﾂﾄﾖ H26

　小型電子顕微鏡 　TM3030、SwiftED3000 　㈱日立ﾊｲﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ H26

　ひずみ測定装置   EDX-200A、UCAM-60B 　㈱共和電業 H27

　超低温恒温恒湿試験器   EC-86LHHP 　日立ｱﾌﾟﾗｲｱﾝｽ㈱ H27

　CAE   Maxwell 3D等 　ANSYS社 H29

　ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄ方式3Ｄﾌﾟﾘﾝﾀ   AGLISTA-3200 　㈱ｷｰｴﾝｽ H29

（資源環境課） 　 　

　UV装置 　KUV-10251-1X 　東芝電気㈱ H1

　耐候試験機 　WEL-75XS-HC-B-EcS 　ｽｶﾞ試験機㈱ H7

　ｼｽﾃﾑ光学顕微鏡 　BX60-53MU 　ｵﾘﾝﾊﾟｽ㈱ H7

　元素分析計 　全自動元素分析装置2400ⅡCHNS/O 　㈱ﾊﾟｰｷﾝｴﾙﾏｰｼﾞｬﾊﾟﾝ H9

　ｲｵﾝｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ 　DX-320 　日本ﾀﾞｲｵﾈｸｽ㈱ H10

　比表面積測定装置 　NOVA2000 　ﾕｱｻｱｲｵﾆｸｽ㈱ H10

　遊星型ﾎﾞｰﾙﾐﾙ 　P-5/4 　ﾌﾘｯﾁｪ社 H13

　原子吸光分光光度計 　SpectrAA-880Z,220F 　ﾊﾞﾘｱﾝﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞｼﾞｬﾊﾟﾝﾘﾐﾃｯﾄﾞ H15

　水銀分析装置 　ﾏｰｷｭﾘｰ/SP-3D 　日本ｲﾝｽﾂﾙﾒﾝﾂ㈱ H18

　精密万能材料試験機 　AG-50kNISD MS形 　㈱島津製作所 H18

　恒温恒湿槽 　PL-4KPH 　ｴｽﾍﾟｯｸ㈱ H19

　粒度分布測定装置 　SALD-2200 　㈱島津製作所 H19

　ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ質量分析計 　JMS-Q1000GC MkⅡ 　日本電子㈱ H21

　走査電子顕微鏡 　JSM-6701F 　日本電子㈱ H21

  ﾋﾞｰﾄﾞｻﾝﾌﾟﾗｰ 　TK-4100型 　東京化学㈱ H23

　ﾌｰﾘｴ変換型赤外分光計 　FT/IR-6600 　日本分光㈱ H26

  多機能性ﾏﾙﾁﾓｰﾄﾞﾌﾟﾚｰﾄﾘｰﾀﾞｰ   Variaskan LUX
  multimode microplate reader

　ｻｰﾓﾌｨｯｼｬｰ
　ｻｲｴﾝﾃｨﾌｨｯｸ(株)

H28

　X線回折装置 　Empyrean 　ｽﾍﾟｸﾄﾘｽ(株) H28

  熱分析装置   TG-DTA8122高温型TG-DTA・DSC標準型8231   ㈱ﾘｶﾞｸ H29

  ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾏｲｸﾛｽｺｰﾌﾟ   モニター一体型VHX-6000SP1464   ㈱ｷｰｴﾝｽ H29

　7500CX

H24　ｼｰｹﾝｼｬﾙ型ICP発光分光分析
　装置

　高周波誘導結合ﾌﾟﾗｽﾞﾏｲｵﾝ源
　質量分析装置

H21　ｱｼﾞﾚﾝﾄ･ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ

　SPS3520UV-DD 　ｴｽｱｲｱｲ･ﾅﾉﾃｸﾉﾛｼﾞｰ㈱

73



74



75



平成29年度高知県工業技術センター報告第49号
平成30年10月 1 日 印刷発行

印 刷 所 西 富 謄 写 堂

この資料は再生紙を使用しています。

高知県工業技術センター

Kochi Prefectural
Industr ial Technology Center

〒781-5101

編 集 兼
発 行 所

高知市布師田３９９２－３





この資料は再生紙を使用しています。


	バインダー1
	表1
	中表
	本文
	表4

	中表

